
125年生のヒノキ 伊
い

勢
せ

志
し

摩
ま

サミットで使用された
尾
お

鷲
わせ

ヒノキの円卓

産
さん

卵
らん

床
しょう

の仕組み

ヒノキの間
かん

伐
ばつ

材
ざい

を沈める 産卵に来るアオリイカ産み付けられた卵

尾
お

鷲
わせ

ブランドのアオリイカ

�̠尾
͓

鷲
わͤ

ώϊΩのಛ௃

�̠尾
͓

鷲
わͤ

ώϊΩのੜྔ࢈

�̠ւΛकΔྛۀのऔΓ૊Έ

　木の成長にとって厳しい条件の下でゆっくりと長い年月をかけて育った「尾
お

鷲
わせ

ヒノキ」は、年輪が密で鮮やか
な赤みがあり、強度が高い良質の建材として全国的にも名を知られています。

　この地域では、古くから森と海とのつながりを意識した森林管理が
行われてきました。特に沿岸部では、重要な漁場も多いことから、魚
が繁殖などで集まりやすい木かげをつくる「魚

うお

つき保安林」として森
林を保護してきました。
　また、森林管理によって生物多様性にも配慮する取り組みも行われ
ています。その例が、アオリイカの資源保護です。漁業者、ダイビン
グショップや地元小学生が尾

お

鷲
わせ

ヒノキの間
かん

伐
ばつ

材
ざい

を使ってアオリイカが
卵を産みつける場所（産

さん

卵
らん

床
しょう

）を設置し、資源保護に努めています。

　アオリイカは尾
お

鷲
わせ

の秋の味覚として
知られています。尾

お

鷲
わせ

ヒノキの産
さん

卵
らん

床
しょう

を利用したアオリイカは、尾
お

鷲
わせ

のブラ
ンドとして販売されています。

年ྠは、1 年に 1 ຊͣつできていきま
す。෯の޿さがҧ͏のは、੒௕の଎౓
のҧい。ૣく੒௕した年は෯が޿くな
り、Ώっくり੒௕した年は෯がڱくな
ります。Ұൠతに෯がڱいと木がしま
り、ڧ౓がߴくなります。

豆知識

೥ྠ͕ີͳඌ
͓

࿯
Θ ͤ

ώϊΩΛ
ͭ͘ ΔͨΊʹɺ
ͲのΑ͏ ͳ޻෉͕
͞Ε͍ͯΔの͔ͳʁ

　三重県のヒノキの生産量は 1973年の 38万 4千㎥をピークとして
以降、減少の一途をたどり、2016年では 10万 5千㎥となっています。
尾
お

鷲
わせ

ヒノキの生産量は県内のヒノキ生産量の約 5分の１と推定される
ことから、その生産量は約 8万㎥から 2万㎥程度に落ち込んでいるこ
とが推察されます。 これは、尾

お

鷲
わせ

ヒノキ本来の主力製品である“見せ
る建築材”としての需要が減少したことや木材価格の低迷に加え、近
年ではニホンジカなど野生鳥獣による被害が育林コストを増大させ、
森林所有者の意欲低下による森林の手入れ不足や伐

ばっ

採
さい

後の植林の放棄
などの問題とともに、持続可能な林業生産活動を維持していく上で大
きな課題になっています。

（千m3）

（年）

400
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0
1973 1983 1993 2003 2013 2016

ヒϊキૉࡐ生産ྔのਪҠ

（「三重県森林・林業統計書」より）

（外務省ホームページより）

21



津津

ʮਓͱڞ͕ڇੜ͢Δඒ
Έ

ํ
͔ͨ

地域の
఻౷తୠ

ͨじ

അ
·

ڇ
う͠

ҭγεςϜʯࣂ

漁のしかけ「エリ」

棚
たな

田
だ

のあぜに放牧

ඐ
ͼ

ഀ
Θ

こだΘڥの他、環「ړΤϦ」๏ړの఻౷ބ
り農業やඐ

ͼ

ഀ
Θ

のڕ」が産ཛに来る水田ڕのބ
Ώりか͝水田」の取り組み、水源林のอશ、そ
してڕބと農産物が༥߹した఻౷的な৯จԽ
からߏ成される、ඐ

ͼ

ഀ
Θ

。生する農林水産業ڞとބ

ϦΞεւ؛の๛かなւで、ݹくからΞ
ϫϏやαβΤを֫ړするւ

͋

ঁ
ま

業とړ
���� ೥にੈքでॳめて成ޭしたਅच
ཆ৩業が、ࣗ વ環ڥや生ଶܥに഑ྀして
。ଓ的に営まれている࣋

水がෆ଍しがͪなため、Ҵ࡞をし
ない「٘

ぎ

ਜ਼
せ い

田
で Μ

」をूམでྗڠして
ઃけ、そこで黒େ౾が栽培でき
るようにߴい੊をつくる
乾田ߴ੊栽培や࣌ށߐ୅
から༏ྑな種ࢠをબൈし
て育種する取り組みがࠓ
で΋डけܧがれている。

ूམが山ؒ部の୩ےに͋り、牛の飼育、棚
たな

田
だ

で
の米づくりが農Ոの生׆をࢧえた。���� ೥
にશࠃにઌۦけ「牛

ぎΎう

੶
せ き

฽
΅

」が整備され、ࡏݱの
݂౷ొ࿥のૅجになった。地
域಺産にこだΘったվྑの݁
Ռ、ಠࣗのҨ఻資源がอશさ
れ、黒ໟ࿨牛のଟ༷なҨ఻ࢠ
のҡ࣋にݙߩしている。

4 地ํの೶業遺産ـۙ 10か所の地域が農業遺産に認定されています。

լ県ඐ࣎❶
ͼ

ഀ
わ

　地域ބ

❷三重県ௗ
ͱ

Ӌ
͹
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͠

ຎ
·
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❾兵庫県୮
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೾
͹

ࣰ
͞͞

山
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地域　

❿兵庫県兵庫ඒ
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ํ
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地域

೔本೶業遺産

೔本೶業遺産

೔本೶業遺産ੈք೶業遺産

೔本೶業遺産ੈք೶業遺産

ʮ৿・ཬ・ބʢうΈʣʹ ҭ·ΕΔۀړͱ೶͕ۀ৫Γͳ͢ඐ
ͼ

ഀ
わ

�γεςϜʯބ

ʮௗ
ͱ

Ӌ
͹

ࢤ・
͠

ຎ
·

のւ
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ঁ
·

�ۀͱਅचཆ৩ۀړ
ʙ࣋ଓతۀړΛ࣮͢ݱΔཬւγεςϜʙʯ

ʮ୮
ͨΜ

೾
͹

ࣰ
͞ ͞

山
΍ ·

のࠇ大౾࠿ഓʙϜϥ͕ࢧえ
Δ༏ྑछࢠͱՈ଒೶ۀʙʯ　

❶

❷

❼
❸

❻
❺
❹❽

❾

❿ ৄ͠ ΈΑ͏ʂͯݟ͘

P.18

❽兵庫県南あわじ地域�　
೔本೶業遺産

ʮ南あわじʹ͓͚ΔਫҴ・ͨ ·
Ͷ ・͗ச࢈のੜ࢈॥؀γεςϜʯ

ৄ͠ ΈΑ͏ʂͯݟ͘

P.20

❼三重県尾
͓

鷲
わͤ

市ɺ紀
͖

北
΄͘

町
೔本೶業遺産

ʮٸ
͖Ύう

फ़
͠ΎΜ

ͳ地ܗͱ೔本༗਺の
ଟӍ͕ੜΈ出͢�尾

͓

鷲
わͤ

ώϊΩྛۀʯ

ৄ͠ ΈΑ͏ʂͯݟ͘

ৄ͠ ΈΑ͏ʂͯݟ͘

ৄ͠ ΈΑ͏ʂͯݟ͘

ৄ͠ ΈΑ͏ʂͯݟ͘

地域の΄とΜどがࣼ܏地で、໿ ��� ೥
લからಠࣗの石積みٕज़でつくった段ʑ
ാでみかΜ栽培をしていた「みかΜ発঵の地」とい
Θれている。土นのଂでみかΜを熟成させる「ଂ出
しٕज़」を生み出し、ܧঝしている。

਺ଟくの༏ྑ඼種をݟ出すことで、栽培
඼種のόϦΤʔγョϯを૿やしてきた。
さま͟まな地੎・地࣭の組み߹ΘせにԠ
͡た栽培や඼種のબ定をߦい、みかΜ農
Ո・බ໦農Ո・出ՙ組৫が࿈ܞして日ຊを୅දするみ
かΜの産地をܗ成・ҡ࣋してきた。

��� Ҏ上の໦଄ࣉӃをҡ࣋してきた੟地ߴ
こ う

野
や

山
さ Μ

は、ݐஙに必要な � 種ྨの਑葉थのെ
͹ っ

採
さ い

を
。をՄೳにしたڅのࣗࡐݐるなどӬଓ的な͡ې
Ֆ
は な

Ԃ
ͧ の

地域の「ࣼ܏地を利用した෹Ֆ栽培」、ਗ਼
し

水
み ͣ

地域の「棚
た な

田
だ

のܣ
け い

൞
は Μ

を利用したଟ༷な২物の育成・栽培」
とߴ、

こ う

野
や

山
さ Μ

との݁ͼつきで発లしてきた。

❹࿨Վ山県ւ南市Լ
͠΋

௡
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地域　
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೔本೶業遺産

೔本೶業遺産
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ʮ੟地ߴ�
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野
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山
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ͱ༗
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田
ͩ

઒্ྲྀ域Λ݁Ϳ࣋ଓత೶ྛۀγεςϜʯ

ৄ͠ ΈΑ͏ʂͯݟ͘

ৄ͠ ΈΑ͏ʂͯݟ͘

ৄ͠ ΈΑ͏ʂͯݟ͘

清
し

水
みず

地域の棚
たな

田
だ

あらぎ島

ཆ分に๡しいࣼ໘にക林を։き、पลに薪
し Μ

炭
た Μ

林
り Μ

を࢒している。薪
し Μ

炭
た Μ

林
り Μ

はߴ඼࣭の炭「لभ備௕炭」を
産み、また、水源かΜཆやࣼ໘の崩མ防ࢭのػೳが͋る。
また、കのडคをॿけるೋϗϯϛπόチの生ଉ地になっ
ている。ब業ऀのׂ̓はകの産業にؔΘり、കは地域の
。産業になっているװج

❸࿨Վ山県Έͳ΂・田
ͨ

ล
ͳ΂

地域 ੈք೶業遺産

ʮΈͳ΂・田
ͨ

ล
ͳ΂

のകγεςϜʯ

ৄ͠ ΈΑ͏ʂͯݟ͘

※薪
しん

炭
たん

林
りん

　炭の原料となる木材を取るための林

（「乾田高畝栽培」黒大豆の栽培より）
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新潟

長野富山
金沢

福井

岐阜

名古屋
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甲府
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1月 7月 12月
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温
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年降水量 2837.1 ㎜

年平均気温 13.9℃

上越（高田）

　本州の中央に位置する中部地方は、内陸部に“日本アルプス”と呼ばれる 3000ｍ級の山々が連なり、そこから流れ出す河
川の下流域に広がる平野は、海岸近くまで起伏に富んでいることが特徴です。南北に広く標高差も大きいため、日本海側の
「北陸」、内陸で標高が高い「中央高地」、太平洋側の「東海」と3つの地域にわかれ気候も大きく異なります。それぞれに工業、
農業、漁業、観光業などが個性豊かな形で発展しています。

1 த෦地ํの地ཧత特௃ͱ୅දతな೶ྛਫ産業

日本アルプスから流れる多くの河川の上流・中
流域に中央高地はあります。平地が少なく、川
に沿うように人口や産業が密集しており、盆地
には地域の中心となる都市があります。1年
を通して降水量が少なく、夏は盆地を中心に暑
くなりますが高原は涼しく、軽井沢町などの避
暑地になっています。農業では甲

こう

府
ふ

盆地の扇
状地では養蚕からぶどうなどの果樹の栽培へ、
諏
す わ

訪盆地ではきれいな水を生かして製糸業か
ら精密機械工業へ、高原では牧畜や野菜の生
産からレタスなど高原野菜の栽培へと時代と
ともに変化してきました。

Q2 中ԝߴ地ʹあΔ大͖ͳຍ地͸ߕ
͜う

෎
;

ຍ地ɺ
௕野ຍ地ͱԿຍ地ʁ
①ೱ

の ͏

ඌ
ͼ

盆地　②෱Ҫ盆地　③松本盆地

じょうえつ

தԝߴ地  P.26

夏から秋に降水量が多く冬は温暖です。その
ため、駿

する

河
が

湾
わん

沿いの日当たりの良い台地ではみ
かんや茶の生産が盛ん。また、大消費地への
アクセスが容易という利点から、都市向けに野
菜や花

か

きを栽培する園芸農業が盛んです。焼
やい

津
づ

港はインド洋や大西洋まで漁に出る遠洋漁
業の拠点があります。

Q3 ԕ༸ۀړͰ֫ͬͯ͘Δ΋の͸ʁ
①アジ　②ϒリ　③まぐろ

౦海

冬は北西からの湿った季節風の影響で雪が多く、特
に山間の地域では雪が 3～ 4ｍも積もり、日本有数
の豪雪地帯となっています。江戸時代以降、水はけ
の悪かった平野に排水路が掘られ農地が整備される
と、豊富な雪解け水を有効活用できるようになり越
後平野は全国有数の稲作地帯になりました。また、冬
に副業として工芸品をつくる伝統産業が発達しました。

Q1 北཮の఻౷ۀ࢈Ͱ͸ͳ͍΋の͸ͲΕʁ
①小

͓

ઍ
ͫ

୩
΍

ͪͫΈ（৫෺）　②ྠ
Θ

島
͡ ま

ృ
͵ Γ

③鯖
さ ͹

江
͑

のメガネフレーム

๺཮  P.24

ͷҧ͍Ͱީؾ
೶࢈෺΋͍ͣͿん
ҧ͏んͩͶ

清
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たな

田
だ

あらぎ島

中部地方
（৽ׁ県・෋ࢁ県・ੴ઒県・෱Ҫ県・ذෞ県・௕໺県・ࢁས県・੩Ԭ県・Ѫ஌県）

�ষ

（2021年市町村別農業産出額（推計）より）
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　山間地に位置するこの地域では、傾斜の急な険しい土地を有
効に利用するため、山の斜面に棚

たな

田
だ

やため池を築き、稲作や食用
の真

ま

鯉
ごい

を飼う暮らしが行われてきました。この地で突然変異の
色
いろ

鯉
ごい

を保存・飼育したことから、錦
にしきごい

鯉の発祥の地となっています。
　傾斜地では水の確保が困難ですが、豪雪地帯であることを活
かして、豊富な雪解け水や横井戸を複合的に活用する仕組みが
受け継がれています。

新潟県中
ͪΎう

越
えͭ

地域
「ઇのܙΈを׆かした稲࡞・ཆ

Α ͏

ޥ
Γ

シスςム」
೔本೶業遺産

2 ๺཮の೶業ྫ

新潟県中
ͪΎう

越
え ͭ

地域
（認定地／長

なが

岡
おか

市、
小
お

千
ぢ

谷
や

市）

�̠中
ͪΎう

越
えͭ

地域の෩౔ͱྺ࢙
  この地域は積雪が4mを超えることもあり、半年近く雪に閉ざされる豪雪地帯。標高 500mほどの山あいに、集落が点在
しています。ここは地滑りの多発地域でもあり、土砂崩れが起きるたびに、人はその斜面にあぜを築き、稲を育てました。江
戸時代後期（1800～ 1820年代）頃に、農業用に雪解け水をためた“ため池”で、食用として飼育されていた真

ま

鯉
ごい

から突然変
異で生じた色

いろ

鯉
ごい

を保存・飼育した結果、錦
にしき

鯉
ごい

が誕生しました。姿形が美しい錦
にしき

鯉
ごい

は地域の重要な収入源であり、世界各地に愛
好家がいるなど人気を集めています。

�̠ͨΊ஑ͱཆ
よう

ޥ
Γ

錦
にしき

鯉
ごい

の養殖池は小
お

千
ぢ

谷
や

市内だけでも2,800以上（2018年）、昭和
45年頃の最盛期には５千から６千もの池がありました。養

よう

鯉
り

池
いけ

は
山の斜面につくられた棚

たな

田
だ

を改造した「棚
たな

池
いけ

」が８割を占め、残り
は、ため池を活用したものという研究報告もあります。
（中村勝栄・土田邦彦「新潟県山古志郷における錦鯉養殖地域の形成」1979）

“棚
たな

田
だ

”と、棚
たな

田
だ

を改造し
た“棚

たな

池
いけ

”の風景

ԣҪ戸とはʁ

。などのࣼ໘に۷ったҪ戸ࢁ
͜れにରして஍໘にਨ௚に۷った
Ҫ戸を୦

た て

Ҫ
い

戸
ど

といいます。

豆知識

新潟県中
ちゅう

越
えつ

地域は錦
にしき

鯉
ごい

発祥の地

ాん΅ͷਫΛ
ͨΊな͕Βޥ

͍͜

΋
ҭ͍ͯͯͨんͩͶ

横井戸

竪
たて

井
い

戸
ど

（縦井戸）

地下水の流れ

஍ܗ΍ީؾΛ
ར༻͢Δઌਓͷ
஌͍ͯͬ͢͝ܙな
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昼夜の寒暖差を活かした
ྑ࣭ͳถのੜ࢈

୨
ͨͳ

田
ͩ

ͱपғの୨
ͨͳ

஑
͍ ͚

休
きゅう

耕
こう

田
でん

を棚
たな

池
いけ

に活用して
ۋ
ʹ͖͠

ޥ
͝ ͍

のཆ৩

ۋ̠�
ʹ͖͠

ޥ
͍͝

のੜ࢈

�̠৯༻ʹ͖ͯͨ͠ޥ

�̠೶ۀの࢓૊Έ

錦
にしき

鯉
ごい

の生産量、輸出量（輸出シェア）、事業者数ともに新潟県が全国一です。
主な輸出先は、アメリカ、オランダ、ドイツ、イギリスなどの欧米諸国、香港、中
国、インドネシア、タイなどのアジア諸国です。海外に輸出されることで日本の
伝統産業を伝える地域資源として注目されています。
錦
にしき

鯉
ごい

を生産する養
よう

鯉
り

業は地域に若い労働力を引きつけ、景観の保全、棚
たな

田
だ

と棚
たな

池
いけ

が入り組む特有の風景や文化の継承にもつながっています。

　山間地の限られた土地で水を確保するため、雪解け水や横井戸の水を棚
たな

池
いけ

で確保して、稲作や養
よう

鯉
り

を行ってきました。
厳しい環境を巧みに利用する住民の知恵が継承されています。

ਫෆ଍のͱ͖の lͨΊ஑z
ͱͯ͠΋׆༻͢Δ

ࣼ໘のԣҪށから棚
た な

池
い ㆐

に
水を入れます。ઇ解け水
をそのまま田Μ΅に入れ
るとྫྷたすぎるため、一୴
池にため、日光でԹめま
す。この池で、錦

にしき

鯉
ご い

の飼育
をߦっています。

୨
ͨͳ

஑
͍͚

͢Ͱʹֶशͨ͠
Ԟ
͓͘

ग़
͍ ͣ ΋

Ӣの୨
ͨͳ

ా
ͩ

ʢ1���ɺ��ʣͱ
த
ͪΎ͏

ӽ
え ͭ

஍Ҭの୨
ͨͳ

ా
ͩ

の౔஍ར༻の
ҧ͍Λ·ͱΊͯΈΑ͏ ɻ

棚
た な

田
だ

棚池

େきなԣҪށ
��̼۷ること΋

小さいԣҪށ

水の取入ޱपลには�௶
つ ΅

΄どྫྷ水にڧい඼種を২
える޻෉΋

ԣҪ۷ށりのٕज़は、生׆用のτϯ
ωϧ۷りに΋׆かされています。
のख۷りᯄ࣌ಓτϯωϧのԣに౰ࠃ

ͣ い

ಓ
ど う

「中山ᯄ
ͣ い

ಓ
ど う

」がอ存されています。

（農林水産省「2018年漁業センサス」より作成）

広島  4%
岐阜  3%
福岡  3%
富山  2%
埼玉  2%
福井  2%
愛媛  2% その他

20%

新潟  
62%

　海から遠い山間地では、肉や海の魚に代わるタンパク源として古くから鯉
こい

を食用に飼育していました。
現在でも、郷土料理として訪れる人々に提供されています。

鯉
こい

の煮つけ

鯉
こい

のあらい（刺身）

鯉
こい

こく
（輪切りにした鯉を
味噌で煮た味噌煮
込み料理）

鯉
こい

料理の例

ۋ৆用؍
にしき

ޥ
͝ い

ཆ৩事業ऀの全国ൺ཰
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